






































































































首都圏にある 2つの四年制大学の学生 596 名
（男性 248 名，女性 326 名，平均年齢 19.29 歳，
SD1.17）を対象に質問紙調査を実施した。調査
の時期は，A大学（男性 121 名，女性 263 名）
が 2013 年 6月，B大学（男性 109名，女性 103名）
が 2014 年 1月であった。調査対象者の性別と学
年の内訳は，表 1に示した通りである。
表 1　調査対象者の内訳
1 年 2年 3年 4年 計
男性 106 73 46 5 230
女性 211 106 41 8 366




































































〇〇大学を気に入っている .943 − .190 .022 .018
自分にとって，〇〇大学は居心地がよくて，落ち着くことができる .913 − .075 − .074 − .036
〇〇大学は，自分にとって大切な居場所である .862 − .005 − .060 .001
〇〇大学が好きである .842 .037 − .023 .014
私は，〇〇大学に愛着がある .638 .299 − .066 − .014
〇〇大学の学生であることを誇りに思う .552 .157 .233 − .034
私は〇〇大学に受け入れられていると思う .525 .107 − .022 − .019
〇〇大学の悪口を聞くと，心中穏やかではいられない − .114 1.034 − .097 .000
〇〇大学の良くない評判を聞くと，嫌な気持ちになる .001 .860 − .074 .060
私にとって，〇〇大学の学生であることは重要なことだ .246 .492 .123 − .071
○○大学にとって重要なことは私にとっても重要である .223 .401 .170 − .008
私はいつも〇〇大学の学生であることを意識している .260 .392 .023 .003
〇〇大学の学生であることは，私の行動や考え方に強く影響している .117 .336 .078 .108
〇〇大学は，世間一般の評価が高いほうだと思う − .090 − .047 .951 − .006
〇〇大学は就職に有利だと思う .020 − .074 .871 .032
〇〇大学の学生であることが，周囲の私への評価を高めてくれる .179 .200 .452 − .017
もしも，〇〇大学をやめたら，家族や親せきに会わせる顔がない − .007 − .045 .001 .914
もしも，今，〇〇大学をやめたら，私は罪悪感を感じるだろう .135 − .030 − .012 .734
もしも，〇〇大学をやめたら，世間体が悪いと思う − .086 .176 .038 .521
私が〇〇大学に在籍しているのは，やめると失うものが大きいからである − .098 .021 .001 .397
α係数 .92 .85 .83 .73
因子寄与 8.56 2.13 1.21 1.13
因子間相関
因子 1 .706 .668 .219
因子 2 .627 .251
因子 3 .171
重み付けのない最小 2乗法，プロマックス回転　 ※項目の「〇〇大学」は，回答者が所属する大学を指す。
























































大学で学ぶことによって，自分の学力をさらに向上させたい .864 − .019 − .005
大学でさまざまなことを学んで知識や教養を増やしたい .746 .062 − .049
大学で一生懸命学ぶことは，将来の仕事や人生に必ずプラスになると思う .725 .112 .043
勉強していろいろなことを学ぶのは楽しい .630 − .058 − .100
大学生活に満足している − .063 .850 .009
この大学に入って正解だったと思う − .034 .799 .026
大学にくるのが楽しい .038 .633 − .122
大学の勉強に満足している .114 .547 .097
この学科に入って正解だったと思う .266 .438 .095
大学を卒業できないかもしれないと思ったことがある − .091 .169 .648
大学生活が辛い（つらい）と感じることがある .097 − .205 .641
授業がある日なのに大学を休みたくなることがある − .073 .093 .616
まだ授業があるのに，意欲がわかなくて大学から早めに帰宅したいと思うことがある − .066 .036 .592
大学をやめようかと思ったことがある .095 − .251 .463
α係数 .84 .80 .74
因子寄与 4.67 1.94 1.61
因子間相関
因子 1 .384 − .295
因子 2 − .484
重み付けのない最小 2乗法，プロマックス回転



















































総平均（SD） 男性（SD） 女性（SD） t 値
愛着因子 3.60（.93） 3.51（.97） < 3.67（.88） − 2.08*
同一視・内在化因子 3.15（.91） 3.03（1.01） < 3.23（.83） − 2.50*
ブランド因子 3.01（.94） 2.95（.99） = 3.04（.90） − 1.18
規範・世間体因子 4.02（.99） 4.09（1.09） = 3.98（.91） 1.28
就学意欲 4.57（.78） 4.56（.88） = 4.58（.69） − .30
大学満足 3.99（.86） 3.97（.92） = 4.02（.81） − .65
大学不適応 3.54（.99） 3.47（1.06） = 3.58（.95） − 1.27
*p<.05
表 5　大学への帰属意識と就学意欲・大学満足・大学不適応の相関
同一視・内在化因子 ブランド因子 規範・世間体因子 就学意欲 大学満足 大学不適応
愛着因子 .731*** .630*** .196*** .371*** .734*** − .372***
同一視・内在化因子 .612*** .249*** .279*** .456*** − .268***
ブランド因子 .169*** .142**  .416*** − .193***
規範・世間体因子 .098* .083* .001
就学意欲 .415*** − .275***
大学満足 − .399***
*p<.05,**p<.01,***p<.001
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